
当別町まち・ひと・しごと創生総合戦略（第２期） 数値目標・ＫＰＩ 一覧表

基準値(H30) Ｒ01実績(参考) Ｒ02実績 Ｒ03見込 数値目標 達成率

数値目標 【万円】 269.7 268.1 274.9 302.9 282.1 107.4%

Ⅰ- 【社】 3 4 5 6 6 100.0%

Ⅰ- ①農業産出額（年間） 【億円】 74 92 92 94 100 94.0%

①木質バイオマス燃料使用量（年間） 【ｔ】 122 118 243 2,535 4,970 51.0%

②木質バイオマス燃料生産量（年間） 【ｔ】 52 2,749 10,592 10,592 1,805 586.8%

③林業施業量（年間） 【ha】 46.1 28.1 73.3 60.0 61.3 97.9%

①二酸化炭素削減量（年間） 【tCO2】 1,922 2,177 2,239 5,459 8,661 63.0%

【施設】 6 7 9 9 12 75.0%

③町内会街路灯のＬＥＤ化率 【％】 54.8 68.0 76.8 81.3 90.0 90.3%

Ⅰ- ①道の駅利用者数（年間） 【万人】 76.0 77.3 67.8 73.0 100.0 73.0%

①卸売・小売業販売額（年間） 【億円】 234 222 102 153 350 43.7%

【件】 17 21 24 27 82 32.9%

【人】 52 59 64 69 100 69.0%

基準値(H30) Ｒ01実績(参考) Ｒ02実績 Ｒ03見込 数値目標 達成率

数値目標 【人】 3,251 3,177 624 1,251 4,150 30.1%

Ⅱ- 【人】 ▲ 897 ▲ 757 ▲ 85 ▲ 191 650 ▲29.4%

0 32 150 21.3%

【区画】 0 0 225 0.0%

③スウェーデンヒルズ地区居住者数（住基） 【人】 791 803 820 815 1,000 81.5%

①おためし暮らし利用者数（年間） 【人】 68 52 0 4 100 4.0%

②おためし暮らし利用者滞在日数（延べ）（年間） 【日】 868 960 0 90 1,000 9.0%

【件】 0 0 5 20 25.0%

①コミュニティバス利用者数（年間） 【万人】 14.7 15.0 10.4 12.0 15.0 80.0%

②ＪＲ札沼線廃止区間代替バス利用者数（年間） 【万人】 1.4 1.4 1.0 140.0%

①観光入込客数（年間） 【万人】 117.4 124.3 101.3 111.4 150.0 74.3%

②主要イベント来場者数（年間） 【万人】 1.4 1.7 0.0 0.0 2.0 0.0%

基準値(H30) Ｒ01実績(参考) Ｒ02実績 Ｒ03見込 数値目標 達成率

数値目標 【人】 55 39 48 48 90 53.3%

一部平均以下 達成 中止 達成 全国平均以上

一部平均以下 一部達成 中止 一部達成 全国平均以上

①出生数（年間） ※異動日処理 【人】 55 39 48 48 90 53.3%

②ファミリーサポートセンター登録会員数（累計） 【人】 363 345 328 318 420 75.7%

Ⅲ- ①トップアスリート育成人数（累計） 【人】 6 6 0 50 0.0%

基準値(H30) Ｒ01実績(参考) Ｒ02実績 Ｒ03見込 数値目標 達成率

数値目標 【人】 4,148 3,934 709 1,442 3,500

①自主防災組織率 【％】 88.0 88.4 88.4 88.4 100.0 88.4%

【件】 600 615 635 650 2,000 32.5%

③除排雪に関する苦情件数（年間） 【件】 279 90 908 200 200以下 100.0%

①在宅療養支援診療所数（累計） 【ヵ所】 1 1 1 1 2 50.0%

【ヵ所】 0 0 1 0.0%

【ヵ所】 0 0 1 0.0%

①共生型ボランティア養成講座認定者数（累計） 【人】 79 88 122 133 184 72.3%

②障がい者の福祉事業所就労者数（延べ）（年間） 【人】 35 24 25 32 50 64.0%

Ⅳ- ①北海道医療大学生の町内居住者数（年間） 【人】 916 933 936 940 1,000 94.0%
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